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コミュニティバス等導入ガイドラインに関するご意見をお伺いします 

問１ コミュニティバス等の検討対象地域について 

問１-１  

・さいたま市では、鉄道、 間路線バスを補完する移動 段として「コミュニティバス」「乗合
タクシー」を運行しています。 

・さいたま市が定める「コミュニティバス等導入ガイドライン」では、コミュニティバスや乗
合タクシーの導入を検討する地域として、以下と定義しています。 

市街化 
区域 

交通空白地区 

交通不便地区 

市街化 
調整区域 

既成市街地 
人口密度 2000
人/km2 以上 

その他 「コミュニティバス」「乗合タクシー」の導入検討対象外

・コミュニティバス等の検討対象地域は以下のとおり分布しています。 

共通条件 
鉄道駅から 1㎞ 

 コミュニティバス、
乗合タクシーの 
停留所から 300ｍ 

のエリア外 

路線バスの停留所から 300ｍ 
のエリア外 

24 便/日未満の路線バスの 
停留所から 300ｍのエリア内 

人口密度 2000 人/km2 以上 
24 便/日以上の路線バスの 
停留所から 300ｍのエリア外 

令和３年度
500mメッシュ

(a)市全体面積 217.4

(b)交通空白地区 11.3

(c)交通不便地区 0.7

(d)既成市街地 5.9

(e)合計   (b)+  (c) +(d) 17.9

(e)合計/  (a)市全体 8.25%

(a)市全体人口 1328

(b)交通空白地区 75

(c)交通不便地区 4

(d)既成市街地 22

(e)合計   (b)+  (c) +(d) 101

(e)合計/  (a)市全体 7.61%

面積
(km2)

人口
(千人)

凡例
乗合タクシー
コミュニティバス

路線バス
交通空白地区
交通不便地区
既成市街地

参考資料２
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問１-１ コミュニティバスや乗合タクシーの検討地域の目安として、鉄道駅 1㎞、バス停 300ｍ
を設定しています。この圏域内は、鉄道やバスが利用可能なエリアと考えていますが、
この距離について、適切かどうか、その理由をご回答ください。 

鉄道駅 1㎞ 
について 

1. 妥当と考える  2. 変更すべき → 望ましい距離：       ｍ 
上記の理由 

バス停 300ｍ 
について 

1. 妥当と考える  2. 変更すべき → 望ましい距離：       ｍ 
上記の理由 

問１-２ 交通不便地区の目安となる、路線バスの 24便/日未満は、市として路線バスは 1時間に
1 本程度の運行をすべきと考え、それに満たないエリアを検討対象に含めるという意図
があります。路線バスが運行すべき本数として、1 時間に 1 本という考えは、適切かど
うか、その理由とあわせてご回答ください。 

路線バス 
24 便/日 
について 

1. 妥当と考える  2. 変更すべき → 望ましい便数：       便/日 
上記の理由 

問１-３ 鉄道駅から 1 ㎞以内のエリア、24 便/日以上の路線バスのバス停から 300ｍ以内のエリ
ア、市街化調整区域で人口密度 2000 人未満のエリアは、コミュニティバスや乗合タクシ
ーの導入検討対象地域には含まれていません。これらの地域について、適切かどうか、
その理由とあわせてご回答ください。 

鉄道駅 1 ㎞以
内、路線バス
の バ ス 停
300m 以内に
ついて 

1. 現在の対応が妥当  2. 別の移動手段等で対応すべき 
上記の理由 

市街化調整区
域のうち人口
2000 人/km2
の地域につい
て 

1. 現在の対応が妥当  2. 別の移動手段等で対応すべき 
上記の理由 
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問２ コミュニティバス等のサービス方針について 

・「コミュニティバス等導入ガイドライン」では、基本的なサービス方針を以下のとおり定めて
います。 

・ただし、これらはあくまで目安であり、地域にとって使いやすく、コンセプトに適した内容
であれば、柔軟に設定することができます。 

１）運賃体系 
・コミュニティバスは、路線バスと同様の対距離運賃を基本とします。 
・乗合タクシーは、定額制を基本とします（運行計画により設定）。 
［障害者、子供（小学生）については、大人運賃の半額（10 円未満切り上げ）。］

２）運行頻度 
・運行間隔は 1 時間に 1本程度を基本とします。 
［毎時間同じ時刻（毎時同分）に発着する「ラウンドダイヤ」が覚えやす
くて便利です。 

３）時間帯 ・7 時台～18 時台までの運行を基本とします。 

４）運行日 
・平日運行を基本とします。 
［休日については、沿線の主要施設等への交通ニーズを調査して、需要が
見込める場合に検討します。］ 

５）運行  
システム 

・コミュニティバス、または乗合タクシーなどとします。 
［地域ニーズや道路状況、車両定員数などを考慮して、運行計画により設
定します。］ 

 コミュニティバス（定員数 28 35 人※）    乗合タクシー（定員数 9人※） 
 ※定員数は例であり、運転手を除く人数 
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・サービス方針について、現在の方針の妥当性あるいは見直しの必要性検討の参考として、 
別添資料も参考にご覧いただいた上でご回答ください。 

問２-１ 鉄道や路線バスを補完する公共交通であるコミュニティバスと乗合タクシーが救うべ
き「最低限のサービス水準」はどの程度であるべきか、現行のサービス方針について、
それぞれのお立場から、妥当かどうか、そのようにお考えになる理由をご記入ください。 

１）運賃体系 
について 

1. 妥当と考える 
2. 変更すべき → 望ましい運賃体系：                 
上記の理由 

２）運行頻度 
について 

1. 妥当と考える 
2. 変更すべき → 望ましい運行頻度：                 
上記の理由 

３）時間帯 
について 

1. 妥当と考える 
2. 変更すべき → 望ましい時間帯 ：                 
上記の理由 

４）運行日 
について 

1. 妥当と考える 
2. 変更すべき → 望ましい運行日 ：                 
上記の理由 

５）運行シス
テムについて 

1. 妥当と考える 
2. 変更すべき → 望ましい運行システム ：              
上記の理由 
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問２-２ さいたま市では、さいたま市地域公共交通計画（案）に基づき、公共交通等による人
口カバー率 95%の達成を目指してまいります。一方で、限られた予算の中で現在のサ
ービス水準を維持しながら、全ての交通空白地区等へコミュニティバスや乗合タクシ
ーの導入を続けていくことは困難となることも予想されます。 
そのため、今後の参考意見として、コミュニティバスや乗合タクシーとして担うべき
最低限のサービス水準として、「誰の、どのような移動を支えていくべきか、特に重要
と思う移動」について３つまで、対象となる「属性、移動目的、行先、頻度」をお答
えください。 

 属  性 移動目的 どこへの移動 どのくらいの頻度 

１つ目の 
移動 

1. 高齢者（65 歳以上） 

2. 主婦・主夫 

3. 子育て世代（未就学児）

4. 移動に障壁のある方 

5. 小学生・中学生 

6. 高校生 

7. 大学生・専門学生 

8. 通勤者 

9. その他 

（            ） 

1. 通勤、通学 

2. 登園 

3. 食料、日用品の買い物

4. 非日用品の買い物 

5. 通院、付き添い 

6. 食事、娯楽、余暇 

7. 地域の集まり 

8. それ以外のおでかけ 

9. その他 

（            ） 

1. 鉄道駅の周辺 

2. 買い物先（駅周辺 

以外） 

3. 通院先（駅周辺 

以外） 

4. 地域の公共施設 

5. 公園、広場など 

6. その他 

（            ） 

1. 週５日以上 

2. 週３～４日 

3. 週１～２日 

4.月２～３日 

5.月１日程度 

6.その他 

（            ） 

２つ目の 
移動 

1. 高齢者（65 歳以上） 

2. 主婦・主夫 

3. 子育て世代（未就学児）

4. 移動に障壁のある方 

5. 小学生・中学生 

6. 高校生 

7. 大学生・専門学生 

8. 通勤者 

9. その他 

（            ） 

1. 通勤、通学 

2. 登園 

3. 食料、日用品の買い物

4. 非日用品の買い物 

5. 通院、付き添い 

6. 食事、娯楽、余暇 

7. 地域の集まり 

8. それ以外のおでかけ 

9. その他 

（            ） 

1. 鉄道駅の周辺 

2. 買い物先（駅周辺 

以外） 

3. 通院先（駅周辺 

以外） 

4. 地域の公共施設 

5. 公園、広場など 

6. その他 

（            ） 

1. 週５日以上 

2. 週３～４日 

3. 週１～２日 

4.月２～３日 

5.月１日程度 

6.その他 

（            ） 

３つ目の 
移動 

1. 高齢者（65 歳以上） 

2. 主婦・主夫 

3. 子育て世代（未就学児）

4. 移動に障壁のある方 

5. 小学生・中学生 

6. 高校生 

7. 大学生・専門学生 

8. 通勤者 

9. その他 

（            ） 

1. 通勤、通学 

2. 登園 

3. 食料、日用品の買い物

4. 非日用品の買い物 

5. 通院、付き添い 

6. 食事、娯楽、余暇 

7. 地域の集まり 

8. それ以外のおでかけ 

9. その他 

（            ） 

1. 鉄道駅の周辺 

2. 買い物先（駅周辺 

以外） 

3. 通院先（駅周辺 

以外） 

4. 地域の公共施設 

5. 公園、広場など 

6. その他 

（            ） 

1. 週５日以上 

2. 週３～４日 

3. 週１～２日 

4.月２～３日 

5.月１日程度 

6.その他 

（            ） 

調査票は以上になります。ご協力いただきありがとうございました。










